
1．重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価法

A.

B. その他の有価証券
 市場価格のあるもの・・・・・時価法を採用している。
 市場価格のないもの・・・・・移動平均法による原価法を採用している。

(2) 消費税等の会計処理

税込み方式によっている。

2．基本財産および特定資産の増減額およびその残高

     基本財産および特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産 円 円 円 円

普通預金 3,110,097 0 0 3,110,097

定期預金 4,000,000 0 0 4,000,000

債券 358,193,400 0 2,130,000 356,063,400

株式 714,108,480 0 254,074,572 460,033,908

1,079,411,977 0 256,204,572 823,207,405

特定資産

報公賞基金 108,640,699 0 14,442,567 94,198,132

普通預金 9,645,669 0 1,500,000 8,145,669

定期預金 1,000,000 0 0 1,000,000

債券 62,895,750 0 454,500 62,441,250

株式 35,099,280 0 12,488,067 22,611,213

工学研究奨励基金 217,278,118 0 28,883,967 188,394,151

普通預金 19,291,338 0 3,000,000 16,291,338

定期預金 2,000,000 0 0 2,000,000

債券 125,791,500 0 909,000 124,882,500

株式 70,195,280 0 24,974,967 45,220,313

管理運営基金 108,640,699 0 14,442,567 94,198,132

普通預金 9,645,669 0 1,500,000 8,145,669

定期預金 1,000,000 0 0 1,000,000

債券 62,895,750 0 454,500 62,441,250

株式 35,099,280 0 12,488,067 22,611,213

434,559,516 0 57,769,101 376,790,415

1,513,971,493 0 313,973,673 1,199,997,820

3．基本財産および特定資産の財源等の内訳

　　基本財産および特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産
からの充当分額）

（うち　　  　　　　　.
負債に対する額）

基本財産 円 円 円 円

普通預金 3,110,097 ( 3,110,097) ( 0) ( 0)

定期預金 4,000,000 ( 4,000,000) ( 0) ( 0)

債券 356,063,400 ( 356,063,400) ( 0) ( 0)

株式 460,033,908 ( 460,033,908) ( 0) ( 0)

823,207,405 ( 823,207,405) ( 0) ( 0)

特定資産

報公賞基金 94,198,132 ( 94,198,132) ( 0) ( 0)

工学研究奨励基金 188,394,151 ( 188,394,151) ( 0) ( 0)

管理運営基金 94,198,132 ( 94,198,132) ( 0) ( 0)

376,790,415 ( 376,790,415) ( 0) ( 0)

1,199,997,820 ( 1,199,997,820) ( 0) ( 0)

科　目

基本財産計

特定資産計

固定資産合計

財務諸表に対する注記

満期保有目的債券・・・・・・償却原価法を採用している。ただし、取得価額と債券金額との差額に
　　　　　　　　　　 　　　 　　ついて重要性が乏しいものについては償却原価法を適用していない。

科　目

基本財産計

特定資産計

固定資産合計

 



4．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

帳簿価額 時価 評価損益

基本財産 円 円 円

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.43471 50,000,000 46,640,000 △ 3,360,000

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2260 55,425,000 55,764,755 339,755

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   1192-1111 55,205,000 54,531,499 △ 673,501

ｴｽｴﾑﾋﾞｰｼｰﾆｯｺｳｼｮｳｹﾝ 3266-9788 100,000,000 100,000,000 0

利付国債 第136回 30,090,000 35,571,000 5,481,000

利付国債 第138回 14,994,000 17,616,000 2,622,000

利付国債 第154回 35,399,350 39,763,500 4,364,150

利付国債 第155回 14,950,050 16,548,000 1,597,950

356,063,400 366,434,754 10,371,354

特定資産

報公賞基金

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.41019 12,500,000 12,526,250 26,250

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.43717 25,000,000 24,562,500 △ 437,500

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2215 16,627,500 16,379,418 △ 248,082

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2347 8,313,750 8,187,714 △ 126,036

工学研究奨励基金

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.41019 25,000,000 25,052,500 52,500

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.43717 50,000,000 49,125,000 △ 875,000

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2215 33,255,000 32,758,835 △ 496,165

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2347 16,627,500 16,375,426 △ 252,074

管理運営基金

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.41019 12,500,000 12,526,250 26,250

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ No.43717 25,000,000 24,562,500 △ 437,500

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2215 16,627,500 16,379,418 △ 248,082

ﾄﾚｼﾞｬﾘｰﾉｰﾄ   L2347 8,313,750 8,187,714 △ 126,036

249,765,000 246,623,524 △ 3,141,476

605,828,400 613,058,278 7,229,878

5．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

金　額

目的使用による指定解除 6,000,000

6,000,000

特定資産計

合　　計

内　　容

　経常収益への振替額

合　　計

科　目

基本財産計

 



6．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

(3) 金融商品のリスクに係る管理体制

①

金融商品の取引は、当法人の「基本財産及び基金取扱規程」に基づき行う。

②

③

株式、債券（仕組債を含む）は、発行体の信用リスク、市場リスク（金利の変動リスク、為替の変動
リスク及び市場価格の変動リスク）にさらされている。

資産運用規程に基づく取引

信用リスクの管理

債券（仕組債を含む）については、発行体の信用情報や時価の状況を定期的に把握し、理事会
に報告する。

市場リスクの管理

株式については時価を定期的に把握し、理事会に報告する。

当法人は、法人運営の財源の大部分を運用益によって賄うため、債券、株式、デリバティブ取引
を組み込んだ複合金融商品により資産運用する。
当法人が利用するデリバティブ取引は、デリバティブを組み込んだ債券（仕組債）のみであり、
一定の金額を限度としている。なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針である。

 


